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心臓血管外科学講座 
 
 

論  文 
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救急・集中治療. 202204; 34(1):288-293. 
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書籍等出版物 

 
高瀬信弥, 横山斉. 3．冠動脈疾患 冠動脈バイパス術の適応 On-pump Beating CABGとConventional 
CABGの使い分け. In: 坂東興 責任編集, 長田信洋 手術画. 心臓血管外科手術基本手技（心臓血管外科手術エクセ

レンス1）. 東京: 中山書店; 202204. p.207-209. 
 
高瀬信弥. 災害と下肢深部静脈血栓症 足のむくみに注意！ In: 西田壽代 監修, 日本トータルフットマネジメン

ト協会 編. 新 はじめよう！フットケア. 東京: 日本看護協会出版会; 202206. p.321-326. 
 

研究発表等（講演・口頭発表等） 

 
〔研究発表〕 
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